
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

授業内容の復習
各コマに
おける

授業予定

総合演習（自己紹介）
聴覚障がい者の生活

各コマに
おける

授業予定

自己紹介（住所の表現）
空間の表現（位置・方向）

授業内容の復習

第
5
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

自己紹介を豊かに、スムーズに表現できる
聴覚障がい者の生活における課題と対処方法を理解する

テキスト
配布プリント

第
4
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

空間を使って位置関係や距離感が表現できる
テキスト
配布プリント

各コマに
おける

授業予定

職業、自己紹介（仕事の表現、趣味の表現）
手話の基礎知識

各コマに
おける

授業予定

数字、自己紹介（年齢・誕生日の表現）
聴覚障がいの基礎知識Ⅱ

各コマに
おける

授業予定

挨拶・自己紹介（名前の表現、家族の表現）
聴覚障がいの基礎知識Ⅰ

第
2
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

数に関するいろいろな表現ができる
聴覚障がい者のコミュニケーション方法を理解する

テキスト
配布プリント 授業内容の復習

第
1
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

挨拶、名前、家族を表現できる
耳のしくみと聴覚障がいの原因を理解する

テキスト
配布プリント 授業内容の復習

第
3
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

仕事、趣味について簡単な会話ができる
手話の歴史と特徴を知る

テキスト
配布プリント 授業内容の復習

「手話で学ぼう　手話で話そう」

テキスト及びDVDを使用して復習をする

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

１、定期試験または実技試験；70％　２、出席評価点：20％　３、平常点（授業態度・レポート）：10％

医療現場や福祉現場で聴覚障がい者の対応ができるように、必要な手話語彙及び手話表現技術を学ぶ
聴覚障がい、聴覚障がい者の生活及び関連する福祉制度等についての理解と認識を深める

担 当 教 員 正司　久美子
実務経験と

その関連資格
手話通訳士

対 象 学 年 2年 学期及び曜時限 教室名 405

講義演習

科  目  名 手話演習 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2024

学        科 医療総合学科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法



授業内容の復習
各コマに
おける

授業予定
総合演習

各コマに
おける

授業予定

医療現場の会話（会計・薬）
授業内容の復習

第
15
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

手話による会話を通じ実践的なコミュニケーション能力を高める
テキスト
配布プリント

第
14
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療現場で必要な単語を習得し、会話ができるようになる
テキスト
配布プリント

授業内容の復習
各コマに
おける

授業予定
医療現場の会話（入院・退院）

各コマに
おける

授業予定
医療現場の会話（検査・処置）

授業内容の復習

第
13
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療現場で必要な単語を習得し、会話ができるようになる
テキスト
配布プリント

第
12
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療現場で必要な単語を習得し、会話ができるようになる
テキスト
配布プリント

各コマに
おける

授業予定
医療現場の会話（受付・問診）

各コマに
おける

授業予定

手話の基本文法（置き換え）
聴覚障がい者福祉制度

授業内容の復習

各コマに
おける

授業予定
手話の基本文法（空間の活用、同時性）

授業内容の復習

第
11
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療現場で必要な単語を習得し、会話ができるようになる
テキスト
配布プリント

第
10
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

意味や内容に合わせて適切な表現ができる
聴覚障がい者を取り巻く社会的動向を知る

テキスト
配布プリント

授業内容の復習

各コマに
おける

授業予定
手話の基本文法（具体的表現、主語の明確化）

各コマに
おける

授業予定

曜日の表現、年・月・日・時間の表現
疑問詞の表現

第
9
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

指が単語や話の内容の代わりになることを理解し表現できる
複数の意味や、継続している様子を表現できる

テキスト
配布プリント

第
8
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

時の経過、年齢、社会的立場、場所の移動の表現ができる
２つのことを同時に表現できる

テキスト
配布プリント

授業内容の復習
各コマに
おける

授業予定
手話の基本文法（指の代理的表現、繰り返し）

第
7
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

顔や身体の表情を使って具体的に表現できる
主語をわかりやすく表現できる

第
6
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

時の表現ができる
疑問詞を使った簡単な会話ができる

テキスト
配布プリント 授業内容の復習

授業の
方法

テキスト
配布プリント 授業内容の復習


